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(57)【要約】
本開示は、提示オブジェクトについて、画面表示装置の
対応する表示領域にオブジェクトの基本情報及び追加情
報の内の１つを表示することと、画面表示装置でインタ
ーフェーシング操作を受け取ることと、インターフェー
シング操作と関連付けられた画面表示位置がオブジェク
トに対応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判
断することと、インターフェーシング操作と関連付けら
れた画面表示位置が切替えトリガ領域の中にある場合、
対応する表示領域にオブジェクトの基本情報及び追加情
報の内の他方の情報を表示するために切り替わることと
を含む、画面表示装置にオブジェクト情報を提示する方
法を提供する。本願は、画面表示装置にオブジェクト情
報を提示する装置も提供する。本願の技術的解決策は、
従来のホバーをベースにした情報表示以外の情報を提示
するための新しい概念を含む。オブジェクトの基本情報
と追加情報の両方とも、ユーザーのブラウズ経路で妨害
なく、ユーザーの要求に応じて表示できるだろう。した
がって、特にタッチスクリーン装置との使用に改善され
たユーザー経験が保証される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画面表示装置でのオブジェクト情報の提示方法であって、
　提示オブジェクトについて、前記画面表示装置の対応する表示領域に前記オブジェクト
の基本情報及び追加情報の内の１つを表示することと、
　前記画面表示装置でインターフェーシング操作を受け取ることと、
　前記インターフェーシング操作と関連付けられた画面表示位置が前記オブジェクトに対
応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断することと、
　前記インターフェーシング操作と関連付けられた前記画面表示位置が前記切替えトリガ
領域の中にある場合、前記対応する表示領域に前記オブジェクトの前記基本情報及び前記
追加情報の内の他方の情報を表示するために切り替わることと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記画面表示装置がタッチスクリーン装置を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記対応する表示領域に前記オブジェクトの前記基本情報及び前記追加情報の内の他方
の情報を表示するために前記切り替わることが、
　前記対応する表示領域に裏側への反転プロセスを動画形式で表示することと、
　前記裏側への反転プロセスの後に前記対応する表示領域に前記オブジェクトの前記基本
情報及び前記追加情報の内の前記他方の情報を表示することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記対応する表示領域に前記裏側への反転プロセスを前記表示することが、
　前記対応する表示領域の垂直中心線の回りで裏側表示に反転させることと、
　前記対応する表示領域の水平中心線の回りで前記裏側表示に反転させることと、
　を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記切替えトリガ領域が、前記オブジェクトの前記対応する表示領域の境界の辺りに製
品タグの形状を有する制御要素の領域を含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項６】
　裏側への反転プロセスの後、前記制御要素が、前記裏側への反転プロセスの前の前記制
御要素の位置に対して、前記対応する表示領域での反対位置に表示される、請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　前記対応する表示領域での前記オブジェクトの初期表示に前記オブジェクトの前記基本
情報が表示される、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記基本情報及び前記追加情報が、文字、図形項目、画像、表、動画、音声、及び前記
オブジェクトに関係する特定の操作を実行するためのコントロールの要素の内の少なくと
も１つを含む、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記オブジェクトが製品である場合、前記基本情報が前記製品の写真、製品名、及び前
記製品の価格の内の少なくとも１つを含み、前記追加情報が、前記製品のユーザーレビュ
ー、前記製品の売上高、品目保存操作を実行するためのボタン、及び買い物かごに入れる
操作を実行するためのボタンの内の少なくとも１つを含むことにおいて特徴づけられる、
請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　画面表示装置でオブジェクト情報を提示するための装置であって、
　提示オブジェクトについて、前記画面表示装置の対応する表示領域に前記オブジェクト
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の基本情報及び追加情報の内の１つを表示するように構成された情報表示モジュールと、
　前記画面表示装置でインターフェーシング操作を受け取るように構成されたタッチ受取
りモジュールと、
　前記インターフェーシング操作と関連付けられた画面表示位置が前記オブジェクトに対
応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断し、前記インターフェーシング操作と
関連付けられた前記画面表示位置が前記切替えトリガ領域の中にある場合、前記対応する
表示領域に前記オブジェクトの前記基本情報及び前記追加情報の内の他方の情報を表示す
るために切り替わるように構成された切替え判断モジュールと、
　を備えた装置。
【請求項１１】
　前記画面表示装置はタッチスクリーン装置を含む、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記切替え判断モジュールが、
　前記インターフェーシング操作と関連付けられた前記画面表示位置が前記オブジェクト
に対応する前記切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断するように構成された判断サ
ブモジュールと、
　前記インターフェーシング操作と関連付けられた前記画面表示位置が前記切替えトリガ
領域の中にある場合に、前記対応する表示領域に前記オブジェクトの前記基本情報及び前
記追加情報の内の前記他方の情報を表示するために切り替わるように構成された切替え実
装サブモジュールと、
を含み、
　前記切替え実装サブモジュールが、
　前記対応する表示領域に裏側への反転プロセスを動画形式で表示するように構成された
動画反転サブモジュールと、
　前記裏側への反転プロセスの後に、前記対応する表示領域に前記オブジェクトの前記基
本情報及び前記追加情報の内の前記他方の情報を表示するように構成された切替え情報表
示サブモジュールと、
　を含む、請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記動画反転サブモジュールが、
　前記対応する表示領域の垂直中心線の回りで裏側表示に反転させることと、
　前記対応する表示領域の水平中心線の回りで前記裏側表示に反転させることと、
　を含む、２つの裏側への反転プロセスの内の１つを動画形式で表示するように構成され
る、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記切替え判断モジュールによる前記判断で参照される前記切替えトリガ領域が、前記
オブジェクトの前記対応する表示領域の境界線の辺りに製品タグの形状を有する制御要素
の領域を含む、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記切替え判断モジュールが動画反転サブモジュールを含む場合、前記動画反転サブモ
ジュールが、前記対応する表示領域に裏側への反転プロセスを動画形式で表示し、前記裏
側への反転プロセスの前の前記制御要素の位置に対して、前記対応する表示領域の反対の
位置に前記制御要素を表示するように構成される、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記情報表示モジュールは、前記対応する表示領域での前記オブジェクトの初期表示に
前記オブジェクトの前記基本情報を表示する、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項１７】
　前記基本情報及び前記追加情報は、文字、図形項目、画像、表、動画、音声、及び前記
オブジェクトに関係する特定の操作を実行するためのコントロールの要素の内の少なくと



(4) JP 2017-538202 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

も１つを含む、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記オブジェクトが製品である場合、前記基本情報が前記製品の写真、製品名、及び前
記製品の価格の内の少なくとも１つを含み、前記追加情報は、前記製品のユーザーレビュ
ー、前記製品の売上高、品目保存操作を実行するためのボタン、及び買い物かごに入れる
操作を実行するためのボタンの内の少なくとも１つを含む、請求項１７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は情報表示の分野に関し、特に画面表示装置にオブジェクト情報を表示するための
方法に関する。また、本願は画面表示装置にオブジェクト情報を表示するための装置も提
供する。
【背景技術】
【０００２】
　ホバーは、それによってより多くの追加情報（または無料情報もしくは補助情報とも呼
ばれる）が、マウスポインタが上に重ねられる領域に関して表示できるマウス「ホバリン
グ」状態を指す。現在、「ホバー」機能は、製品情報を示す際にウェブサイトによって幅
広く使用されている。例えば、ユーザーが特定の製品の表示領域にマウスポインタを移動
し、停止する（つまり「重ねる」）と、ユーザーが係る情報を見直すためにクリックして
ランディングページを開く必要がないように、製品の追加情報が示される。したがって、
追加情報はユーザーのブラウズ経路（複数可）で妨害なく提供される。
【０００３】
　ホバーをベースにした情報表示技術は、対話型インターフェーシングを実行するために
マウスを含む（デスクトップパーソナルコンピュータ等の）装置にだけ適用できる。マウ
ス、またはユーザーが画面上での直接的な指のタッチを通じて接続する類似したインター
フェーシング装置を含まないタッチスクリーン装置の場合、係る「ホバー」動作及び関連
する情報表示技法はない。
【０００４】
　ホバー状態の下で表示されると仮定される追加情報は画面に直接的に表示される基本情
報と同程度に重要ではないことがあるが、係る追加情報は、基本情報に対する必要な補足
として依然としてユーザーによって必要とされる／好まれることがある。したがって、マ
ウスをベースにした装置でホバー状態の下で初期に表示できるだろう係る追加情報がまっ
たく表示されない場合、望ましくない。既存の解決策の下では、ホバー状態の下で表示で
きるだろう係る追加情報は通常、以下の手法の内の１つを使用し、タッチスクリーン装置
で提示される。　
　（１）追加情報を直接的に表示する。　
　（２）追加されたリンクを通して別個のランディングページに追加情報を表示する。例
えば、製品の売り主の連絡先情報のウェブページにつながるリンクが追加できるだろう。
ユーザーがリンクをクリックすると、ユーザーは、現在のウェブページから売り主の連絡
先情報を含んだ詳細な情報を示すランディングページに向けられる。
【０００５】
　実際の応用では、上記の２つの方法はともにそれぞれの不利な点を有する。
【０００６】
　上記の直接的な表示手法（１）に関して、画面表示は簡潔ではないインターフェースに
よる多すぎる情報を含み、このことはブラウズを行うユーザーにとって面倒となるだろう
。さらに、表示空間が限られた状態で多すぎる情報を表示すると、当然ながら製品の露出
率は下がることがあり、このことは表示リソースも無駄にする。
【０００７】
　上記のランディングページへのリンク手法（２）に関して、基本製品情報を表示する元
のウェブページはホバー機能を使用するウェブページと同じに維持できるだろうが、ユー
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ザーは関連する製品の追加情報を見るためにリンクをクリックする必要があり、このこと
はユーザーの元のブラウズ経路を妨げ、ユーザーのブラウズ費用を増加させ、他のウェブ
ページにユーザーを導くことによってユーザーリソースの損失を生じさせることがある。
【発明の概要】
【０００８】
　本願は、従来のホバーに基づいた情報表示以外の画面表示装置を通して情報を提示する
ための新しい解決策を含む、画面表示装置にオブジェクト情報を表示するための方法を提
供する。本願は、画面表示装置にオブジェクト情報を表示するための装置をさらに提供す
る。
【０００９】
　本願は、提示オブジェクトについて、画面表示装置の対応する表示領域にオブジェクト
の基本情報及び追加情報の内の１つを表示することと、画面表示装置でインターフェーシ
ング操作を受け取ることと、インターフェーシング操作と関連付けられた画面表示位置が
、オブジェクトに対応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断することと、イン
ターフェーシング操作と関連付けられた画面表示位置が切替えトリガ領域の中にある場合
、対応する表示領域にオブジェクトの基本情報及び追加情報の内の他方の情報を表示する
ために切り替わることとを含む、画面表示装置でオブジェクト情報を提示するための方法
を提供する。
【００１０】
　任意選択で、画面表示装置はタッチスクリーン装置である。
【００１１】
　任意選択で、対応する表示領域にオブジェクトの基本情報及び追加情報の内の他方の情
報を表示するために切り替わることは、対応する表示領域で裏側への反転プロセスを動画
形式で表示することと、裏側への反転プロセスの後に、対応する表示領域上にオブジェク
トの基本情報及び追加情報の内の他方の情報を表示することを含む。
【００１２】
　任意選択で、対応する表示領域に裏側への反転プロセスを表示することは、対応する表
示領域の垂直中心線の回りで裏側表示に反転させることと、対応する表示領域の水平中心
線の回りで裏側表示に反転させることを含む。
【００１３】
　任意選択で、切替えトリガ領域は、オブジェクトの対応する表示領域の境界の辺りに製
品タグの形状を有する制御要素の領域を含む。
【００１４】
　任意選択で、裏側への反転プロセスの後、制御要素は、裏側への反転プロセスの前の制
御要素の位置に対して、対応する表示領域の反対の位置に表示される。
【００１５】
　任意選択で、対応する表示領域でのオブジェクトの初期表示にオブジェクトの基本情報
が表示される。
【００１６】
　任意選択で、基本情報及び追加情報は、文字、図形項目、画像、表、動画、音声、及び
オブジェクトに関係する特定の操作を実行するためのコントロールの要素の内の少なくと
も１つを含む。
【００１７】
　任意選択で、オブジェクトが製品である場合、基本情報は、製品の写真、製品名、及び
製品の価格の内の少なくとも１つを含み、追加情報は製品のユーザーレビュー、製品の売
上高、品目保存操作を実行するためのボタン、及び買い物かごに入れる操作を実行するた
めのボタンの内の少なくとも１つを含む。
【００１８】
　相応して、本願は、提示オブジェクトについて、画面表示装置の対応する表示領域にオ
ブジェクトの基本情報及び追加情報の内の１つを表示するように構成された情報表示モジ
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ュールと、画面表示装置でインターフェーシング操作を受け取るように構成されたタッチ
受取りモジュールと、インターフェーシング操作と関連付けられた画面表示位置がオブジ
ェクトに対応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断し、インターフェーシング
操作と関連付けられた画面表示位置が切替えトリガ領域の中にある場合、対応する表示領
域にオブジェクトの基本情報及び追加情報の内の他方の情報を表示するために切り替わる
ように構成された切替え判断モジュールと、を含んだ、画面表示装置にオブジェクト情報
を提示するための装置をさらに提供する。
【００１９】
　任意選択で、画面表示装置はタッチスクリーン装置である。
【００２０】
　任意選択で、切替え判断モジュールは、インターフェーシング操作と関連付けられた画
面表示位置がオブジェクトに対応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断するよ
うに構成された判断サブモジュールと、インターフェーシング操作と関連付けられた画面
表示位置が切替えトリガ領域の中にある場合、対応する表示領域にオブジェクトの基本情
報及び追加情報の内の他方の１つを表示するために切り替わるように構成された切替え実
装サブモジュールとを含み、切替え実装サブモジュールは、対応する表示領域に裏側への
反転プロセスを動画形式で表示するように構成された動画反転サブモジュールと、裏側へ
の反転プロセスの後に、対応する表示領域にオブジェクトの基本情報及び追加情報の内の
他方の情報を表示するように構成された切替え情報表示サブモジュールとを含む。
【００２１】
　任意選択で、動画反転サブモジュールは、対応する表示領域の垂直中心線の回りで裏側
表示に反転させることと、対応する表示領域の水平中心線の回りで裏側表示に反転させる
こととを含んだ２つの裏側への反転プロセスの内の１つを動画形式で表示するように構成
される。
【００２２】
　任意選択で、切替え判断モジュールによる判断で参照される切替えトリガ領域はオブジ
ェクトの対応する表示領域の境界の回りに製品タグの形状を有する制御要素の領域を含む
。
【００２３】
　任意選択で、切替え判断モジュールが動画反転サブモジュールを含む場合、動画反転サ
ブモジュールは、対応する表示領域に裏側への反転プロセスを動画形式で表示し、裏側へ
の反転プロセスの前の制御要素の位置に対して、対応する表示領域の反対の位置に制御要
素を表示するように構成される。
【００２４】
　任意選択で、情報表示モジュールは、対応する表示領域でのオブジェクトの初期表示に
オブジェクトの基本情報を表示する（表示するように構成される）。
【００２５】
　任意選択で、基本情報及び追加情報は、文字、図形項目、画像、表、動画、音声、及び
オブジェクトに関係する特定の操作を実行するためのコントロールの要素の内の少なくと
も１つを含む。
【００２６】
　任意選択で、オブジェクトが製品である場合、基本情報は、製品の写真、製品名、及び
製品の価格の内の少なくとも１つを含み、追加情報は製品のユーザーレビュー、製品の売
上高、品目保存操作を実行するためのボタン、及び買い物かごに入れる操作を実行するた
めのボタンの内の少なくとも１つを含む。
【００２７】
　既存の解決策に比較し、本願は以下の優位点を含む。画面表示装置にオブジェクト情報
を表示するための方法は、裏側の情報を見るためにカードまたは製品タグを反転させる習
慣を模倣する。オブジェクトの基本情報または追加情報は、画面表示装置の対応する表示
領域に表示される。切替えトリガ領域での受け取られたインターフェーシング操作に基づ
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き、対応する表示領域での情報表示はオブジェクトの基本情報と追加情報との間で切り替
えられる。本願は、従来のホバーをベースにした情報表示とは異なるオブジェクト情報を
提示するための新しい解決策を含む。新しい解決策を使用し、オブジェクトの基本情報と
追加情報の両方ともユーザーのブラウズ経路で妨害なく表示でき、したがってユーザー経
験が改善される。特に、タッチスクリーン装置に適用されるとき、解決策はタッチスクリ
ーン装置でホバー機能を欠くことの不便さを克服できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本願に係る画面表示装置にオブジェクト情報を提示するための方法の実施形態の
フローチャートである。
【図２】本願の実施形態に係るインターフェーシング操作に基づいて情報表示を切り替え
ることのフローチャートである。
【図３】本願の実施形態に係る製品タグの形状を有する切替えトリガ領域を含むインター
フェース設計を示す図である。
【図４】本願の実施形態に係る切替えトリガ領域でのタッチを示す図である。
【図５】本願の実施形態に係るインターフェーシング操作に基づく表示領域の反転プロセ
スを示す図である。
【図６】本願の実施形態に係る反転プロセスの後の表示領域を含むインターフェース設計
を示す図である。
【図７】本願に係る画面表示装置にオブジェクト情報を提示するための装置の実施形態を
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　いくつかの詳細な実施態様の例が、本願の完全な理解を容易にするために本明細書に提
供される。本願は、本明細書に説明される例以外の例で実施できるだろう。当業者は本願
の範囲から逸脱することなく類似する実施態様を導き出し得る。したがって、本願の範囲
は本明細書に説明される特定の実施態様の例に制限されないものとする。
【００３０】
　本願は、本明細書にそれぞれ説明される、画面表示装置にオブジェクト情報を提示する
ための方法及び装置を提供する。
【００３１】
　図１を参照すると、画面表示装置にオブジェクト情報を提示するための実施形態の方法
が提供される。方法は以下のステップを含む。
【００３２】
　ステップ１０１：提示オブジェクトについて、画面表示装置の対応する表示領域にオブ
ジェクトの基本情報及び追加情報の内の１つを表示する。
【００３３】
　本願の画面表示装置にオブジェクト情報を提示する現在の方法は、従来のホバーをベー
スにした技法以外のオブジェクト情報を提示するための新しい解決策を提供する。新しい
解決策の下では、オブジェクトの基本情報または追加情報のどちらかが画面表示装置の表
示領域に表示され、切替えトリガ領域での受け取られたインターフェーシング操作に基づ
いて、対応する表示領域に表示される情報は基本情報と追加情報との間で切り替えられる
。裏側の情報を見るためにカードまたは製品タグを反転させる習慣を模倣すると、技術的
解決策はユーザーの要求に応じてオブジェクト情報を表示し、ユーザーのブラウザ経路を
妨げず、このことは満足のいくユーザー経験を保証する。
【００３４】
　ユーザーは通常、ヒューマンマシンインターフェーシングを達成するために指（または
スタイラス）によって画面装置に触れるので、タッチスクリーン装置を用いた情報提示に
マウスホバー機能はない。タッチスクリーン装置で本願の現在の方法を使用することは、
上記に特定された欠点を克服し、ユーザーがマウスをベースにした装置での場合と同様に
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類似したブラウズ経験を得ることを可能にできる。
【００３５】
　ここでは、本技術的解決策がタッチスクリーン装置での応用に特に適していることは明
らかである。しかしながら、技術的解決策の使用はタッチスクリーン装置に制限されない
。技術的解決策は他の画面表示装置と使用できるだろう。例えば、ヒューマンマシンイン
ターフェーシング用のマウスを有するデスクトップＰＣもオブジェクト情報を提示するた
めに本技術的解決策を採用してよい。
【００３６】
　本願では、提示オブジェクトは相対的に幅広い概念であり、ありとあらゆるオブジェク
トを含み、該ありとあらゆるオブジェクトの情報は画面表示装置に提示できる。例えば、
提示オブジェクトはオンラインショッピングウェブサイトによって一覧表示／推奨される
製品であってよい。
【００３７】
　オブジェクト情報は、基本情報及び追加情報の２つのカテゴリを含んでよい。情報提示
の形式に関して、基本情報及び追加情報は言葉の情報に制限されるのではなく、むしろ以
下の要素、つまり文字、図形項目、画像、表、動画、音声、及びユーザーにオブジェクト
に関係する操作を実行するように促すプロンプト情報を含んだコントロールの内の任意の
１つまたは複数を含んでよい（つまり、ユーザーは制御ボタンに触れるように促されてよ
く、オブジェクトに関係する特定の操作が実行される）。
【００３８】
　情報コンテンツに関して、基本情報は、通常、提示オブジェクトの全体的な説明または
例えば製品の画像等の提示オブジェクトを見るユーザーによって関心がもたれる情報を含
んでよい。追加情報は、基本情報に加え、オブジェクトの何らかの詳細に関する追加の説
明を提供してよい。追加情報は補助的情報または二次情報と呼ばれてもよい。例えば、オ
ンラインショッピングウェブサイトによって推奨される製品の場合、基本情報は製品の画
像、製品名、及び／または製品の価格等を含んでよい。そして追加情報は製品のユーザー
レビュー、製品の注文金額、売り手情報、品目保存操作を実行するための制御ボタン、及
び／または買い物かごに入れる操作を実行するための制御ボタンを含んでよい。
【００３９】
　このステップは、画面表示装置の対応する表示領域に提示オブジェクトの基本情報及び
追加情報の内の１つを表示する。例示的な実施態様（複数可）では、画面表示装置に複数
のオブジェクトの情報を同時に提示するために、表示インターフェースは、それぞれがそ
の基本情報／追加情報を表示するための１つの提示オブジェクトに対応する、複数の表示
領域に分割されてよい。
【００４０】
　一例の実際の実施態様では、通常、オブジェクトの基本情報は対応する表示領域に初期
に表示されてよい。しかしながら、特定のシナリオに応じて、基本情報及び追加情報のど
ちらか一方は対応する表示領域に表示されてよい。例えば、初期表示は、ユーザーによる
オブジェクトの最近の視聴の状態に基づいてセットアップされてよい。
【００４１】
　ステップ１０２：画面表示装置でインターフェーシング操作を受け取る。
【００４２】
　本願では、インターフェーシング操作は、指及び／またはスタイラスによるタッチスク
リーン上でのユーザーのタッチ操作または他のジェスチャ操作（例えば、ジェスチャクリ
ック）及びマウスによる画面表示装置の表示インターフェース上でのクリックイベント等
を含んだ、ユーザーと画面表示装置との間の対話を指す。実施態様では、係るインターフ
ェーシング操作は、通常、本方法を実装するオペレーティングシステム及び／または操作
プラットフォームで定義される特定のイベントに相当する。システム／プラットフォーム
の中での特定のイベントのトリガは、画面表示装置でのインターフェーシング操作が受け
取られることを示す。
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【００４３】
　例えば、画面表示装置上でのマウスによるクリック操作は、通常、例えば本方法を実装
するシステムのＣｌｉｃｋイベントまたはＭｏｕｓｅＣｌｉｃｋイベント等のマウスクリ
ックイベントをトリガする。例えば、ｏｎｃｌｉｃｋ（）アルゴリズム等のイベントに対
応するアルゴリズムを使用し、パラメータはマウスクリック操作の位置及び他の関連付け
られた情報を入手するために分析されてよい。
【００４４】
　同様に、タッチスクリーン上でのタッチ操作は、通常、対応するイベントをトリガする
。例えば、Ａｎｄｒｏｉｄシステムでは、タッチ操作は通常ＯｎＴｏｕｃｈイベントをト
リガする。対応する処理アルゴリズムＯｎＴｏｕｃｈ（）またはＯｎＴｏｕｃｈＥｖｅｎ
ｔ（）では、ｇｅｔＡｃｔｉｏｎ（）関数は、例えば押下、移動、またはリリース等の一
種のタッチイベントを入手してよい。関数ｇｅｔＲａｗＸ（）及びｇｅｔＲａｗＹ（）は
、タッチスクリーン上でのタッチ操作に対応する座標対情報、つまりタッチ操作の位置を
入手するためにともに機能してよい。ＷＰ７システムでは、ＴｏｕｃｈＦｒａｍｅＲｅｐ
ｏｒｔｅｄイベントはタッチスクリーンでタッチイベントを検出するために登録されてよ
く、対応する処理アルゴリズムのＴｏｕｃｈＦｒａｍｅＥｖｅｎｔＡｒｇｓパラメータは
タッチ操作の位置情報を入手するために使用されてよい。
【００４５】
　ステップ１０３：インターフェーシング操作と関連付けられた画面表示位置が提示オブ
ジェクトに対応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断する。インターフェーシ
ング操作と関連付けられた画面表示位置が切替えトリガ領域の中にある場合、情報表示は
対応する表示領域のオブジェクトの基本情報及び追加情報の内の他方の情報に切り替えら
れる。
【００４６】
　受け取られたインターフェーシング操作が提示オブジェクトの切替えトリガ領域の中に
あるとき、ステップはオブジェクトに対応する表示領域に表示される情報を切り替える。
すなわち、基本情報が先に表示される場合、切替えは追加情報の表示に変わる。追加情報
が先に表示される場合、切替えは基本情報の表示に変わる。このプロセスは、図２を参照
して本明細書に説明されるステップ１０３－１及びステップ１０３－２を含んでよい。
【００４７】
　ステップ１０３－１：インターフェーシング操作と関連付けられた画面表示位置がオブ
ジェクトに対応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断する。Ｙｅｓである場合
、実行ステップ１０３－２に進む。
【００４８】
　切替えトリガ領域は、インターフェーシング操作が対応するオブジェクトのために情報
表示を切り替えることをトリガする、現在の表示インターフェース上のプリセット領域を
指す。基本情報と追加情報との間で情報表示を切り替えることを必要とする提示オブジェ
クトごとに、対応する切替えトリガ領域が現在の表示インターフェースにセットアップさ
れてよい。係る切替えトリガ領域は、オブジェクトの表示領域の中に位置決めされること
もあれば、オブジェクトの表示領域外に位置決めされることもある。例えば、切替えトリ
ガ領域は、表示領域の右下角に位置決めされた「裏側を参照すること・・・」を促す制御
ボタンの領域であってよい。
【００４９】
　実施態様の例では、表示インターフェースをよりユーザーフレンドリにし、ユーザーの
習慣によりうまく適合するために、切替えトリガ領域は製品タグの形状を有する制御要素
として設計され、オブジェクトの対応する表示領域の境界の辺りに位置決めされてよい。
実施形態に係る製品タグの形状を有する切替えトリガ領域を含んだインターフェース設計
を示す図３を参照されたい。
【００５０】
　このステップは、受け取られたインターフェーシング操作が提示オブジェクトに対応す
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る切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断する。この判断の結果に基づいて、ステッ
プ１０３－２がオブジェクト情報の情報表示を切り替えるために実行されるかどうかが判
断される。　一例の実施態様では、ステップ１０２を通して入手されるインターフェーシ
ング操作の位置（例えば、表示画面の左上角に対する座標対）が現在のインターフェース
上の切替えトリガ領域（複数可）の位置情報と比較されて、インターフェーシング操作が
提示オブジェクトの切替えトリガ領域に該当するかどうかを判断してよい。
【００５１】
　切替えトリガ領域がイベント応答機能及び／またはイベント処理機能のための制御要素
（複数可）を含む場合、切替えトリガ領域上のインターフェーシング操作は、制御要素に
関連付けられたイベント処理アルゴリズムをトリガしてよい。例えば、制御ボタン要素の
タッチは制御ボタン要素に関連付けられたｏｎＣｌｉｃｋ（）アルゴリズムをトリガして
よい。この状況では、上述された判断は別に実行される必要はない場合がある。代わりに
、方法を実装するシステム／プラットフォームは、インターフェーシング操作と制御要素
との間の対応を自動的に達成してよい。したがって、以後に説明されたステップ１０３－
２の機能は、単に制御要素に関連付けられた処理アルゴリズムに追加されてよい。
【００５２】
　ステップ１０３－２：対応する表示領域で提示オブジェクトの基本情報及び追加情報の
内の他方の情報を表示するために切り替わる。
【００５３】
　方法がこのステップに進むとき、それは、切替えトリガ領域でのインターフェーシング
操作が受け取られたことを意味する。このステップでは、切替えトリガ領域に対応する表
示領域に表示されるオブジェクト情報は切り替えられる－提示オブジェクトの基本情報が
先に表示される場合、今度は、提示オブジェクトの追加情報が対応する表示領域に表示さ
れる。提示オブジェクトの追加情報が先に表示される場合、今度は、提示オブジェクトの
基本情報が対応する表示領域に表示される。
【００５４】
　ユーザーインターフェースをよりユーザーフレンドリにするために、本願の技術的解決
策は好ましい実装手法、つまり動画形式で切替えプロセスを表示することを提供する。具
体的には、切替えプロセスは動画形式裏側への反転プロセスで表示され、裏側への反転プ
ロセスの後、オブジェクトの基本情報及び追加情報の内の他方の情報（つまり、以前に表
示された情報以外）が対応する表示領域に表示される。この実装手法を採用すると、カー
ドまたは製品タグの裏側情報を読むために反転させるユーザー習慣は画面表示装置に拡張
される。係る対話プロセスはユーザーの現実世界での活動を模倣し、ユーザー経験を効果
的に改善し得る。
【００５５】
　対応する表示領域での裏側への反転プロセスは、左から右への反転、つまり対応する表
示領域の垂直中心線の回りで裏側表示へ反転させることを含むこともあれば、上から下へ
の反転、つまり対応する表示領域の水平中心線の回りで裏側表示へ反転させることを含む
こともある。
【００５６】
　特定の実施態様では、表示領域の動画化された反転プロセスは複数の反転角度で撮影さ
れた表示領域の画像を含んでよい。動画化効果は、複数の画像を時間の流れで表示するこ
とによって達成されてよい。特定のシステムまたは開発プラットフォームに応じて、動画
化された反転プロセスは異なる手法を通して達成されてよい。
【００５７】
　例えばＩＯＳシステムでは、ＵＩＫｉｔは、動画化された反転プロセスがＵＩＶｉｅｗ
を通して実現され得るように、動画をＵＩＶｉｅｗカテゴリに直接的に統合する。具合的
には、ＣＧＡｆｆｉｎｅＴｒａｎｓｆｏｒｍＭａｋｅＲｏｔａｔｉｏｎ（）アルゴリズム
は、回転量（つまり、回転の角度（複数可））をセットアップするために使用されてよい
。以下は、例示的なコードセグメントである。　
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　CGAffineTransform変換 = CGAffineTransformIdentity; // 回転の状態量 
　変換 = CGAffineTransformMakeRotation(-M_PI/2); // 回転量に特定の値を設定する
　secondView.view.transform=transform; // 回転量の導入
【００５８】
　ＵＩＶｉｅｗによって提供されるＡＰＩは、動画をセットアップし、提示するために使
用されてよい。ｂｅｇｉｎＡｎｉｍａｔｉｏｎは動画を開始するために使用されてよい。
ｃｏｍｍｉｔＡｎｉｍａｔｉｏｎは動画を終了するために使用されてよい。動画曲線、動
画速度、反転方向、キャッシュ技術を使用するかどうか、及び／または動画提示の持続時
間はすべてセットアップされてよい。以下は、反転操作を実行するための例の例示的なコ
ードの一部分である。
UIView * rotateView=[[UIView alloc] initWithFrame:CGRectMake(20, 20, 100, 100)];
　　　　　　　  [rotateView setBackgroundColor:[UIColor redColor]];
　　　　　　　  [self.view addSubview:rotateView];
　　　　　　　  [UIView beginAnimation:nil contex:nil];
　　　　　　　  [UIView setAnimationCurve:UIViewAnimationCurveEaseInOut];
　　　　　　　  [UIView setAnimationDuration:3.0];
　　　　　　　  [UIView setAnimationTransition:UIViewAnimationTransitionFlipFrom
Left
　　　　　　　forView:rotateView cache:Yes];
　　　　　　　  [UIView commitAnimations];
【００５９】
　ｓｅｔＡｎｉｍａｔｉｏｎＴｒａｎｓｉｔｉｏｎは、反転方向をセットアップするため
に使用される。例えば、ＵＩＶｉｅｗＡｎｉｍａｔｉｏｎＴｒａｎｓｉｔｉｏｎＦｌｉｐ
ＦｒｏｍＲｉｇｈｔは、表示領域が右から左に反転することを命令し、ＵＩＶｉｅｗＡｎ
ｉｍａｔｉｏｎＴｒａｎｓｉｔｉｏｎＦｌｉｐＦｒｏｍＬｅｆｔは、表示領域が左から右
に反転することを命令する。
【００６０】
　上記に示されている例示的なコードを用いると、実際の実装では、コード及び／または
パラメータのセットアップの表明されている適応及び調整が特定の必要性を満たすことを
要求されることが理解される。異なるシステム／プラットフォームでの動画化された反転
プロセスを達成するための異なる手法／技法は本願の核心から逸脱せず、本願の範囲は該
異なる手法／技法のいずれによっても制限されない。
【００６１】
　一例の実施形態では、製品タグの形状を有する制御要素は提示オブジェクトの表示領域
の境界辺りの位置に表示されてよく、切替えトリガ領域となるように構成されてよい。上
述されたような動画化された裏側への反転プロセスの後、対応する表示領域での基本情報
と追加情報との間の切替えられた情報表示に加えて、制御要素は、裏側への反転プロセス
の前の制御要素の位置に対して、対応する表示領域の反対の位置に表示されてよい。この
設計は、現実世界でのユーザーの習慣的な経験を模倣するためである。
【００６２】
　図４～図６は、それぞれ、概要図及び／または設計図で、切替えトリガ領域に触れるユ
ーザー、表示領域の裏側への反転プロセス、及び裏側への反転プロセス後の情報表示を有
する表示領域を示す。３つの図の中で、反転前、例えば製品の画像等の製品の基本情報は
左上の表示領域に表示され、反転後、例えば保存リストに製品を加えるためのボタン（品
目保存操作）等の製品に関して特定の操作を実行するための制御要素を含んだ製品の追加
情報が、同じ表示領域で表示される。ユーザーが製品タグの形状を有する制御要素に触れ
る場合、対応する表示領域は再び反転し、反転後、製品の基本情報が戻って表示される。
本情報提示手法を使用し、オブジェクト情報は、要求時に、追加のウェブページがロード
されることなく、及び他の提示オブジェクトが影響を受けることなくユーザーに提示され
る。
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【００６３】
　本願は、情報表示の切替えを実装する際の上述された動画手法（複数可）に制限されな
いことが理解されるべきである。他の実施形態では、表示領域に表示される情報は、やは
り本願の技術的解決策に含まれる動画プロセスなしに直接的に更新されてよい。さらに、
例の実施形態では、切替えトリガ領域は製品タグの形状を含み、表示領域の右上角の辺り
に位置決めされ、物理的な製品タグの吊るし方を模倣する。他の実施態様では、切替えト
リガ領域がインターフェーシング操作を実行するようにユーザーに促すことができ、ユー
ザーのインターフェーシング操作に基づいて表示切替えを実行できる限り、切替えトリガ
領域は異なる外部形状を含み、異なる場所に位置決めされてよい。特定の実施態様でのあ
りとあらゆる変形は本願から逸脱しておらず、本願の範囲に含まれる。
【００６４】
　上記を鑑みて、本願は、従来のホバーをベースにした情報表示とは異なる、オブジェク
ト情報を提示するための新しい技術的解決策を含む。すなわち、提示オブジェクトに対応
する表示領域に表示される情報は、切替えトリガ領域での受け取られたインターフェーシ
ング操作に基づいて、基本情報と追加情報との間で切り替えられてよい。したがって、オ
ブジェクトの基本情報と追加情報の両方とも、ユーザーの必要性に基づいて、ユーザーの
ブラウザ経路で妨害なく表示でき、このことがユーザー経験を改善する。特に、タッチス
クリーン装置に適用されるとき、解決策は、タッチスクリーン装置でホバー機能を失う不
利な点を克服できる。
【００６５】
　上述された実施形態では、画面表示装置にオブジェクト情報を提示するための方法が提
供される。相応して、本願は画面表示装置でオブジェクト情報を提示するための装置も提
供する。図７を参照すると、画面表示装置にオブジェクト情報を提示するための装置の実
施形態が示される。装置の実施形態は操作において方法の実施形態に類似しているので、
関連する説明は相対的に簡略であり、方法の実施形態に対する参照は、装置の実施形態を
理解するために行われてよい。装置の実施形態の本明細書の説明は例示的な目的のためだ
けである。
【００６６】
　実施形態では、画面表示装置にオブジェクト情報を提示するための装置は、提示オブジ
ェクトについて、画面表示装置の対応する表示領域にオブジェクトの基本情報及び追加情
報の内の１つを表示するように構成された情報表示モジュール７０１、画面表示装置でイ
ンターフェーシング操作を受け取るように構成されたタッチ受取りモジュール７０２、及
びインターフェーシング操作と関連付けられた画面表示位置がオブジェクトに対応する切
替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断し、インターフェーシング操作と関連付けられ
た画面表示位置が切替えトリガ領域の中にある場合、対応する表示領域にオブジェクトの
基本情報及び追加情報の内の他方の情報を表示するために切り替わるように構成された切
替え判断モジュール７０３を含んでよい。
【００６７】
　任意選択で、画面表示装置はタッチスクリーン装置である。
【００６８】
　任意選択で、切替え判断モジュールは、インターフェーシング操作と関連付けられた画
面表示位置がオブジェクトに対応する切替えトリガ領域の中にあるかどうかを判断するよ
うに構成された判断サブモジュールと、インターフェーシング操作と関連付けられた画面
表示位置が切替えトリガ領域の中にある場合、対応する表示領域にオブジェクトの基本情
報及び追加情報の内の他方の情報を表示するために切り替わるように構成された切替え実
装サブモジュールとを含み、切替え実装サブモジュールが、対応する表示領域に動画形式
で裏側への反転プロセスを表示するように構成された動画反転サブモジュールと、裏側へ
の反転プロセスの後に対応する表示領域でオブジェクトの基本情報及び追加情報の内の他
方の情報を表示するように構成された切替え情報表示サブモジュールとを含む。
【００６９】
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　任意選択で、動画反転サブモジュールは、対応する表示領域の垂直中心線の回りで裏側
表示に反転させることと、対応する表示領域の水平中心線の回りで裏側表示に反転させる
ことを含んだ２つの裏側への反転プロセスの内の１つを動画形式で表示するように構成さ
れる。
【００７０】
　任意選択で、切替え判断モジュールによる判断で参照される切替えトリガ領域は、オブ
ジェクトの対応する表示領域の境界の辺りの製品タブの形状を有する制御要素の領域を含
む。
【００７１】
　任意選択で、切替え判断モジュールが動画反転サブモジュールを含む場合、動画反転サ
ブモジュールは対応する表示領域に裏側への反転プロセスを動画形式で表示し、裏側への
反転プロセスの前の制御要素の位置に対して、対応する表示領域での反対位置に制御要素
を表示するように構成される。
【００７２】
　任意選択で、情報表示モジュールは、対応する表示領域でのオブジェクトの初期表示に
オブジェクトの基本情報を表示する（表示するように構成される）。
【００７３】
　任意選択で、基本情報及び追加情報は、文字、図形項目、画像、表、動画、音声、及び
オブジェクトに関係する特定の操作を実行するためのコントロールの要素の内の少なくと
も１つを含む。
【００７４】
　任意選択で、オブジェクトが製品である場合、基本情報は製品の写真、製品名、及び製
品の価格の内の少なくとも１つを含み、追加情報は製品のユーザーレビュー、製品の売上
高、品目保存操作を実行するためのボタン、及び買い物かごに入れる操作を実行するため
のボタンの内の少なくとも１つを含む。
【００７５】
　上述されたのは、本開示を制限するために使用されない本願のいくつかの実施例にすぎ
ない。当業者にとって、本開示は多様な改変形態及び変更形態を有してよい。本開示の精
神及び原則の中で行われる任意の変更形態、同等な置換、改善等は、本開示の特許請求の
範囲の範囲に含まれるものとする。したがって、本願の対象範囲はありとあらゆる開示さ
れた実装実施形態の代わりに、特許請求の範囲によって定義される。
【００７６】
　典型的な構成では、計算装置は、１つまたは複数の中央演算処理装置（ＣＰＵ）、Ｉ／
Ｏインターフェース、ネットワークインターフェース、メモリを含む。
【００７７】
　メモリは揮発性メモリ、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、及び／または例えば読出
し専用メモリ（ＲＯＭ）もしくはフラッシュＲＡＭ等の不揮発性メモリ等のコンピュータ
可読媒体を含んでよい。メモリはコンピュータ可読媒体の例である。
【００７８】
　コンピュータ可読媒体は、不揮発性、揮発性、可動、及び非可動の媒体を含み、任意の
方法または技術によって情報記憶を実装できる。情報は、コンピュータ可読命令、データ
構造、プログラムモジュール、または他のデータであってよい。コンピュータの記憶媒体
の例は、相変化ＲＡＭ（ＰＲＡＭ）、スタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲ
ＡＭ（ＤＲＡＭ）、他のタイプのＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能・プログラム可能型読
取専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリもしくは他のメモリ技術、コンパクト
ディスクリードオンリーメモリ（ＣＤ－ＲＯＭ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、
または他の光メモリ、カセット、カセットメモリ及びディスクメモリ、または他の磁気メ
モリ素子、または任意の他の非伝送媒体を含むが、これに限定されるものではなく、計算
装置がアクセス可能な情報を記憶するために使用できる。本明細書の定義に従って、コン
ピュータ可読媒体は、変調されたデータ信号及び搬送波等の一過性の媒体を除外する。
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【００７９】
　当業者は、本開示の例が、方法、システム、またはコンピュータプログラム製品として
提供されてよいことを理解する必要がある。したがって、本開示は完全にハードウェアの
例、完全にソフトウェアの例、またはソフトウェア及びハードウェアを結合する例として
実装されてよい。さらに、本開示は、コンピュータ使用可能プログラムコードを含んだ１
つまたは複数の（磁気ディスクメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、光メモリ等を含むが、これに限定
されるものではない）コンピュータ使用可能記憶媒体で実装されるコンピュータプログラ
ム製品の形式を利用してよい。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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